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タイは人件費高騰・労働人口減少により、産業
構造は転機に来ており、Thailand4.0実現を
目指し、官民が一体となって手作業主体のモノ
づくりを高度な自動機主体へのモノづくりへ
転換させるべく活動を始めている。デンソーは、
日-タイ政府連携の下、リーンな自動化の具現化

の主役となるシステムインテグレータの育成
プログラムを開発し、育成活動を行ってきた。
活動の紹介及び、タイにおける自動化の課題を
報告する。
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サントリープロダクツ株式会社　木曽川工場　
ペット製造・調合部門 技師長
同・M製造グループ

近藤 隆司

小川 慶介

若手人財ロスゼロ化への挑戦～CSAキャップトラブルゼロ化～A-1

飲料を製造している木曽川工場では近年、容器
軽量化や多様化で設備の安定稼働が難しくなっ
ている。一方で、近年若手が増加し一方的な教育
だけでは、真の変化に強いものづくり人財の
育成が難しくなっている。若手自らチャレンジ

する課題を設定し自ら困難に挑戦しトラブル
ゼロ化を達成させた事例を紹介する。
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開会ご挨拶   9：55～10：10 10：10～11：00『ものづくり川柳大賞』表彰 特別講演　Ansaldo Energiaデジタルトランスフォーメーションへの挑戦 ルカ・マヌエッリ 氏
Luca Manuelli　

アンサルド エネルジア　
デジタル推進最高役員 兼 品質・ICT・プロセス改善上級副社長

特別講演　AIが工場で使えるのか？ ～AIの可能性と限界、最初の１歩とは～ 山田 典一 氏　株式会社クリエイティブ･インテリジェンス CEO

昼食休憩（昼食会場） 昼食休憩（昼食会場） 昼食休憩（昼食会場） 昼食休憩（昼食会場） 

効率

NECプラットフォームズ株式会社　福島事業所
生産本部 福島・那須生産統括部 製造技術部 主任重岡 雅代

SMTライン稼働効率 ２倍への挑戦 ～TPMとIoT活用による改善プロセスの変革～A-2

当社のSMTラインでは製品競争力強化のため、
徹底的に設備能力発揮の最大化を図り、生産性
を大きく改善してきた。一方、多品種少量化が加
速し生産状況が変化する中で、さらなる改善を
行うためには改善活動自体の変革が求められて
いた。そこでTPMの考え方とIoT技術を融合す
ることにより、各種ロスを短期間で撲滅、生産性

をさらに倍増することに成功した。本発表では、
IoT活用のコンセプトとその事例について紹介
する。

サカタインクス株式会社　東京工場
生産管理部 生産管理Ｇ グループマネージャー
同・生産管理部 生産管理Ｇ アシスタントマネージャー

保坂 　篤

北田 拳志

スルーネック分析を活用した月次資料作成業務の効率化・リードタイム削減A-3

製造部門ではスルーネック分析を用いて、「工程
のロス削減」及び「レス化」の改善活動に取り組
んでいます。間接部門では巻紙分析など様々な
手法がありますが、スルーネック分析の特徴を
活かして改善を実施した事例、「情報の流れ(資料

作成)」について発表させて頂きます。

マツダ株式会社　防府工場
第４パワートレイン製造部 第２変速機課 第２機械係 係長石丸 武史

ノータッチ・ストレート生産の進化A-4

マツダ株式会社防府工場中関地区では、魅力
ある高品質のトランスミッションを高効率に生産
していくために、ノータッチ・ストレートで計画順
序生産できるラインを目指す姿として取り組ん
でいます。この中で、機械加工領域では、フレキ
シブルで高速最短高効率なラインを実現する
ために、段替レス化による多機種混流生産や

荒加工レス化による仕上げ加工１発加工での
加工時間短縮などレス化技術を追求した取組み
を紹介します。

サカタインクス株式会社　滋賀工場
生産技術本部 滋賀工場 工場長伊藤 和典

安全保証度の向上に向けてA-5

弊社の生産を担う事業所では、安全衛生活動は
ＯＳＨＭＳを軸として展開しております。しかし、
災害ゼロが達成できておりません。そこで、全員
参加によるリスク低減活動として、新たに「リスク
の総点検」という仕組みを、また職場の安全性を
見える化できる新指標値「安全保証度」を導入
いたしました。今回は、その仕組みと安全保証度

について、さらにはそれらを用いた改善活動の
事例について発表させていただきます。

リョービ株式会社　ダイカスト本部広島工場
製造第二課横原 静信

コンプレッサーの高効率化による省エネ改善 ～現場と保全が一体となったＴＰＭ活動～C-5

当社は、2005年からTPM活動に取り組んでい
る。ダイカスト事業の根幹となるダイカスト本部
広島の役割は、生産・品質・製造の各技術力をレ
ベルアップすることで、圧倒的なSQCDのモノづ
くりを確立し、あるべき姿である、『進化し続ける
マザー工場』を目指す活動をしている。その中
で、環境方針として環境負荷低減目標の中で、設

備等のムダを排除し、効率的な活用を推進し、
CO₂排出量生産高原単位の削減に取り組んでい
る。本報告では、工場の中で電力使用割合が最
も高いコンプレッサーに焦点をあて、現場と保全
が一体となって取り組んだ事例をいくつか紹介
する。

株式会社VSN
オペレーション&アドバイザリー本部 情報システムグループ渡邉 一智

支払処理に関するプロセス改善B-1

弊社では、パートナー様からの請求書の処理業
務において、申請書の環境整備がされていない
ために発生する申請書の不備が頻発し、経理処
理側の内容確認、修正作業に大きな影響を及ぼ
しています。更に、提出時期の偏りや、申請内容
のデータ登録の手間により、経理処理担当者の
繁忙期の負荷を増大しています。また、紙面運用

に起因するコストは、印刷・郵送・保管だけではな
く、煩雑な請求書管理による申請漏れというリス
クもある状態です。これらの問題／課題につい
て、リーンシックスシグマの手法を用いた改善活
動についてご紹介致します。

アイジー工業株式会社　東根工場
技術管理チーム サブリーダー佐竹 正朋

付属品ライン生産効率アップB-2

アイジー工業(株)東根工場では、一般向け住宅
用金属製屋根材の製造を行っています。
専用付属品も数多くあり、通常ライン化していま
すが、今回活動している付属品にはプレス加工
がありライン化していません。工程数が多く、
完成までに通常品の2倍以上の時間がかかって
います。

設備のレイアウト・動作方法を改善し工程間を
繋ぎ合わせライン化を目指します。

アデコ株式会社
アウトソーシング&ソリューション事業本部
サービスデリバリー3部 SD4課

武井　崇

少人数・低コスト・高品質オペレーションへの取組B-3

人材採用難が進む状況下、業務請負案件におい
て、以下の2点についてLean Six Sigmaの考え
方を元に適正運営を推進、少人数低コストで
高品質なオペレーションを実現しています。
・人材確保方法の見直し
・業務自動化スキームの構築（RPA活用他）

約1年かけて推進している本プロジェクトをご紹
介させていただきます。

アイジー工業株式会社　寒河江工場 
生産技術チーム 役物ライン石井 信也

明日への挑戦 ! ACTIVATE SAGAE ～現場力向上を目指して～B-4

当工場では建物の外壁材を製造しており、現場
力強化を図るため2015年7月からTPMを導入
し活動を行っております。モデル機には、「故障ロ
ス」「時間ロス」が多かった設備を選定し、機械構
造の理解と故障の少ない現場造り、そして活動
の中にリスクアセスメントを組み入れ、安心・安全
に働ける職場づくりを進めています。今回はこれ

らの自主保全活動の中から、改善事例の一部を
紹介します。

人材

人材

株式会社積水化成品滋賀　
業務グループ木田　博

外部倉庫費用及び購買費用削減B-5

私たち業務グループは、製品の保管及び配送の
手配、生産原料購入などの職務を行っており、
その中でも多くの費用が発生している外部倉庫
保管費用及び生産原料購入費用削減のため
活動を推進してまいりました。
外部倉庫保管費用削減は、製品適正在庫の見極
めや場内置場総点検と２Ｓの徹底、生産原料購入

費用削減は、購入価格交渉のスキルアップと
価格変動を利用した購入費用削減を行い、費用
の削減を実施いたしました。

ダイナパック株式会社　生産本部 生産技術部 生産技術グループ課長
同・川越事業所 生産部生産２課主事　
同・生産２課ボブスト機長

宮地 　均
阿部 龍太
遠藤 喜彦

自主保全活動を通じての人材育成B-6

弊社では、２０１３年から自主保全活動を主体に
オペレータの育成に取り組んでいます。この５年
間の活動により、設備ロスは大幅に低減しまし
た。現在は、第６ステップ「標準化」に進んでいる
グループがあり、作業ロス削減にも取組み、さら

なる生産の効率化を目指しています。発表では
全社の自律化への活動を説明し、実際のオペ
レータの成長と、そこに向けての管理職の関与
をご紹介します。

三菱ケミカル株式会社　大竹事業所 
企画管理部
同・事務部総務グループ 担当課長

小林 美紀

山本 幹夫

自ら考え改善する文化を創るための「事業所横断的改善」のしくみづくりD-3

現在、三菱ケミカル大竹事業所では全員参加の
ロス・ゼロ活動を行っています。
活動の柱である管理間接部門の業務改善は、
常に業務効率化を行うことが当たり前の機能と
して定着した状態をゴールと定め、①基盤整備

（人づくり）と横展開、②部署を超えた横断的改善
を段階的に推進中です。本発表では、各部署に
点在する庶務担当者を繋いだ「庶務連絡会」に
焦点を当て、その誕生から横断的改善の核となる
までの歩みと今をご紹介します。

三菱ケミカル株式会社　豊橋事業所 
設備技術部 機械G
同・設備技術部 電計G

村松 賢一

小野 裕右

攻めの情熱保全で設備効率の最大化を目指せ！C-2

ＴＰＭ活動がスタートし、保全体制の再構築を
行っていくなかで、計画保全の８の字展開という
形に整理し、業務の意義を明確にすることで、
緊急保全の削減に繋がった。しかし、未だに顕在
化したトラブルの後追い保全となり、目指す手間

が掛らず壊れにくい(ＭＴＢＲ)設備となっていな
い。そこで今まで積上げた実績を基に潜在して
いるトラブル要因、リスクを顕在化させ未然防止
を図る先取り保全に向けた活動事例について
報告する。

日鍛バルブ株式会社　山陽工場
技術課阿部 剛士

旋削条件見直しによる不良ゼロ化と生産性向上C-3

当社は１９９１年からＮＰＭ活動を始め原理・原則
に基づいたモノづくりを目指してきた。コストダ
ウンの観点から開発されたある新製品におい
て、良品100％を維持する事が出来ず、選別作業
を設けざるを得なかった。NPM手法を用い徹底
的に改善に取り組む事で、画期的な旋削条件を
見出し、不良ゼロを達成すると共に、選別作業も

廃止させ、新製品設計で期待されたコストダウン
を成し遂げた事例を発表する。

ＹＫＫ ＡＰ株式会社　東北製造所 ＴＰＭ推進室長
同・包装資材ライン　
同・環境施設管理課　

千葉 賢治
菅原 正道
遊佐 祐悦

湿式から乾式へと変革できた半端ない発生源対策C-4

弊社は「生産現場」をものづくりの基盤としています。
当製造所もその基盤を確実にすべく「災害ゼロ」「不良ゼロ」
「故障ゼロ」の『３ゼロ』を目的として、２００８年よりＴＰＭを導入
しました。その中でもとりわけ、ものづくりの前提となる自主
保全については、ステップアップ活動を忠実に進めています。

愚直な発生源追求と原理・原則に沿った原因究明、自力による
対策のトライ＆チェック＆アクションを繰り返し“ゼロ”をめざす
活動に注力しており、その中で実現した『湿式で設計された作
業環境を乾式』に変革し、作業者意識をも変えた事例を紹介
します。

リョービ株式会社　静岡工場 
鋳造工務課 課長
同・鋳造工務課 主務

上田 　勉

井出 大介

作動油清浄度向上による油圧機器トラブルゼロ化C-1

ダイカストマシンの油圧機器トラブルの要因に
作動油の汚れがある。
作動油の清浄度を向上させ管理することで、
コンタミと水分量を減らし、油圧機器トラブルを
削減した。

株式会社ブリヂストン　横浜工場 
設備課 設備係
同・設備課 設備係

荒木 泰詞

古川 純也

コンベアベルト製造設備故障ロス削減・作業効率改善への取り組みD-5

生産設備の故障未然防止を目標に、COPQロス
を基に現状把握を行い、ロス影響の大きい故障
項目に着目し、PDCAのサイクルを回しながら
改善活動を推進してきた。
又、故障の早期発見を行う為にIoTを活用した

設備診断技術の基盤を作り、技術の向上を図り
ながらロス削減と伴に作業効率改善へ繋げた
取り組み事例について発表する。

エコシステム山陽株式会社
操業一課 受入前処理係 ドラム処理班河本　尚

補機油圧ユニットの不具合による破砕機停止時間の低減D-1

当社は廃棄物処理を行う過程でドラム内の廃棄
物を投入する工程があります。投入後の空ドラム
は破砕機を使用し処理を行っていますが、冬季に
なると破砕機で使用している補機油圧ユニット
の異常により色々な作動部分の不具合が頻発し
復旧作業に多くの時間を取られていた。(96h/
年) この度、油圧ユニットの原因を調査し、効果的

な対策を打つことにより異常件数をゼロにでき
た事例を発表します。

現在のAI技術の全体像、および最新の技術トレンドを俯瞰した上で、工場におけるAI活用の可能性について論じます。
また、他業界における導入事例も交え、AI活用の最初の１歩についても紹介したいと思います。

THAI DAIZO AEROSOL CO.,LTD.
Factory Manager
Senior Administration Manager

ポンニット・スワンラット

チャットラット・プロンマーラー

全員参加のＴＰＭ活動でピカピカFactory！D-2

2017年から始まったＴＰＭ活動、東京工場・京都
工場に続けと頑張っています。管理間接では総務・
経理～開発や物流部門まで幅広く活動。現在、
事務自主保全の５ステップ展開を４ステップまで
展開中。知恵と工夫満載の５Ｓ事例や頭に汗を

かいて頑張ったＷＵツリー、仕事のエフ付けを
チームで競い合った改善事例発表会の様子を
ご紹介いたします。ＴＰＭ活動はタイ人と日本人
の良い交流の場となって、心も工場もピカピカ
進行中です！

ソニー株式会社　MESHプロジェクト沼田 洋平

IoTの感性を磨く　～ソニーMESHプロジェクト～IoT-1

IoT－何から取り組めばいいのか、一歩を踏み
出せずにいる方も多いのではないでしょうか。
改善の問題意識と感覚で、だれでもすぐに取組
めるIoTツール「MESH」。
その開発の背景やソニーグループのオフィスで
実際に使われているオフィスワーカーの働き方

改善となったMESHの活用事例をお話します。

パナソニックソリューションテクノロジー株式会社
新規事業担当　執行役員
同・AI・アナリティクス部　主事

井上 幸則
中尾 雅俊

製造現場・機器制御へのAI技術適用事例紹介
～実証実験（PoC）で終わらないために～

現在、業界・業種を問わずＡＩの導入・活用に注目
が集まっているが、特に製造業においても、ＡＩ
活用は注目されている。その一方で、ＡＩは本当
に活用できるのか、導入に悩む製造業は今も多
く、実証実験（ＰｏＣ）で有用性を確認できず導入

を断念する企業も多い。当社は、製造業のお客
様にＡＩを活用した仕組みを納入しているが、
当社がお客様と解決したポイント、実証実験で
終えず導入まで進める上での留意点を、事例と
ともに紹介する。 

東京大学　大学院工学系研究科 精密工学専攻 教授梅田　 靖

日本型ディジタルものづくり

Industrie4.0、Industrial Internetに代表される
ようにものづくり分野のディジタル革命が急速
に進展している。しかし、Industr ie4.0型の
ディジタル化は、日本型のものづくりと必ずしも
適合しない可能性がある。この講演では、日本型
ものづくりの特徴と課題を整理した上で、物理

世界、サイバー世界に、知的活動世界を加えた
「ディジタル・トリプレット」の考え方を紹介し、
生産システムのディジタル化のためのポイント
について議論する。

第４次産業革命が提唱され、サイバー（Cyber）
-フィジカル（Physical）システムが浸透しつつ
ある。その中で、第29回日本国際工作機械見
本市（JIMTOF）（2018年11月1日～6日）から
透けて見える日本の方向性を紐解いていく。

株式会社リコー　事業開発本部
AM事業センター 製造コンサルタント坂木 泰三

3Dプリンターが変えるものつくりの世界

3Dプリンターは、性能・材料の進化でデジタル
ものつくりにおいて重要な地位を築きつつある。
原理と特徴を簡単にお話した後、事務機生産での
活用事例を紹介するとともに、開発～生産・販売
プロセス改革の可能性にも触れたい。

ロジスティクスにおけるAI画像分析の活用事例～AIカメラとバース管理システムとの連係～IoT-2

丸紅無線通信が提供する「Trascope－AI」は、GPUを内蔵
したAIカメラを活用したエッジ型画像分析ソリューションで、
サーバーレスのため電源さえあればどこでも設置でき、車番
検知・顔認証等色々なアルゴリズムにも対応しております。
様々な産業にアクセス可能な総合商社の強みを活かし、
物流・製造・流通・社会インフラ等、様々な分野において、画像

分析を活用した効率化をテーマに取り組んでおります。
今回は、車番検知ソリューションと、Hacobuが提供する
バース管理システムの連係により、工場・倉庫内における
車両入退場管理・車両誘導自動化し、トラック待機時間削減
等、人手不足解消や現場の効率化に取り組んでいる事例を
ご紹介します。

島田電子工業株式会社　代表取締役島田 眞一

株式会社Hacobu
丸紅株式会社

釜井 達矢
池田 壮秀

たった30分で装着できるIoTで見える化
～設備の正常稼働が生命線！　設備の稼働状況の見える化～

創業から約40年、一貫して光半導体デバイスを
製造。
大手メーカーの事業撤退を転機に、これまで
自社開発・活用していた工場設備の稼働状況を
可視化する「デバイスウオッチャー」に新たな
道を切り拓いた。

※デバイスウォッチャーとは、３０分で稼働状況を「見
える化」するレトロフィット簡単装着ツール。既設の
シグナルタワーに被せるだけで、工事も不要。
　すぐにwebシステム上で稼働の状況を集計、グラ
フ化ができます。

自主保全による現場力強化～人づくりの仕掛けと成果～C-6

大竹事業所では、2016年度より自主保全活動を
開始し、第０～第３ステップ展開を実践している。
その中で重合課は、課員全員が活動の概念を理
解する事が、成果への近道と考え、ミーティング
頻度と議事録のルール化、全員参加可能な活動

情報データベース運用、気づきシート共有化な
どの仕掛けを行っている。自主保全活動の理解、
目指す姿の共有化を深め、考えるオペレータ育成
による「工場の超安定化」を進めているので状況
を報告する。

AGC株式会社　千葉工場
総務グループ さわやかチーム リーダー斧木　聡

さわやかチームメンバーの育成＆「働きやすさ」に貢献する活動D-4

AGC千葉工場では、知的障がいを持つ清掃メン
バー「さわやかチーム」の活動に力を入れて取り
組んでいます。２０１４年より指導スタッフ、清掃
メンバー一丸となりTPM活動をスタートさせ、
毎年テーマを定めて取組み、今年で５年目になり
ます。今回はこれまでの活動の中でも特に、メン
バーの育成、改善活動、業務拡大（従業員の働き

やすさへの更なる貢献）の活動にスポットを置き
ご説明いたします。

人材

一人ひとりの意識向上と気配りで築く安全職場A-6

基盤

安全

安全

人材 効率

IoT-3

IoT-4

セレモニー会場〈4F桜川〉

セレモニー会場〈4F桜川〉

最新IoT実践事例（IoT×KAIZEN）　
～IoT・AI活用による新しい改善アプローチと生産性向上の実際～

デジタル時代のものづくり技術

効率

効率

人材サントリープロダクツ株式会社　多摩川工場　
エンジニアリング部門 技師長
同・保全グループ

重信 大助

水垣 貴裕

缶コーヒーＢＯＳＳ等の清涼飲料を製造している
多摩川工場は、工場のライン再編や設備更新に
より環境が大きく変革する中、全員参画で品質
保証レベルの向上、設備ロス、災害ゼロ化に向け
ＴＰＭ活動を推進している。本報告では職場の

リスク低減、一人ひとりの意識向上、来場者含む
安全配慮など地道な現場改善で成果につなげた
事例を紹介する。

※事例の発表順・タイトル等は変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。

環境

品質

精密工学会　ライフサイクルエンジニアリング専門委員会　
日本設備管理学会　スマートメンテナンス研究会
早稲田大学　高田 祥三　　東京大学　梅田 　靖
昨今、IoT、ビックデータ、ＡＩといったデジタル技術が様々な産業界へ影響と変革を生んでいます。
ご周知の通り、“ものづくり”にもこの流れは押し寄せており、今まさにデジタル化による変革
の時代といえます。
そこで本セッションは、「デジタル時代のものづくり技術」をテーマに、将来的展望と今現実
となりつつある事例を踏まえ、今後の進むべき道、こなすべき現場における課題のヒントを
見出すことを目指して企画しました。
是非ご聴講いただき、デジタル化時代を一緒に考えてみましょう。

工作機械とデジタルものづくり

東京大学　大学院工学系研究科 機械工学専攻 教授杉田 直彦

学会-1

学会-2

学会-3

学会-4

学会-5

日産自動車株式会社　車両生産技術本部
生産技術研究開発センター デジタルエンジニアリング課小林　 洋

デジタル時代のスマートメンテナンス

設備故障による工場のライン停止や品質不良
流出を防ぐため、これまで様々な診断技術開発
を行ってきたが、開発スピードや水平展開には
多くの課題が有り、思うように水平展開が進ま
なかった。
当スマートメンテナンス研究会（日本設備管理

学会）では、IoT技術を活用し、短期間で容易に
導入出来る安価な設備診断システム構築を
目指し、高信頼性設備の実現と中小企業の活動
支援に繋げる取り組みを開始したので紹介する。

三菱ケミカル株式会社　大竹事業所 
アクリル繊維製造部 重合課
同・アクリル繊維製造部 重合課

有田　 稔

木全　 彰

株式会社デンソー　FA事業部 FA事業企画室 課長横瀬 健心

タイにおける日本流自動化“リーンオートメーション”の普及・促進




